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考えよう いのちとくらし、憲法を守る国づくり 

(10/11-12 第 26回日本高齢者大会 in香川) 
10月11～12日に香川県高松市で第26回日本高齢者

大会が開催されました。広島中央保健生協からはすこやか

会の会員さんを中心に 16 名の代表団で参加しました。 

今大会には全国から 2 日間で延べ 5,100 人の参加があ

りました。 

大会 1 日目の分科会は「社会保障と税の一体改革とはな

にか」に参加し、中央社保協事務局長の相野谷安孝氏より、

「一体改革」の最大のねらいは、社会保障の充実ではなく、

消費税を増税すること。今から消費税が段階的に 8％、

10％に上げられようとしている中、実施させない運動が

必要になってくる。これらの運動を強めていくことで、生活保護受給者の方や若者たちの未来に

もかかわってくる。さらなる取組を進めていきましょう。

と、呼びかけられていました。 

2 日目は全体会、田辺鶴瑛(講談師)さんの記念講演「ふ

まじめ介護 かく語りき」というテーマで「気をはっておこ

なうと介護をしている側が疲れてしまいます。楽しみなが

らおこなってくださいね。」笑いあり涙ありで映像を交えな

がら語られました。その他、沖縄や福島からの報告があり

胸を打たれる内容でした。 

帰りには広島からの代表団で善通寺に観光をして楽し

い穏やかなひとときを過ごしました。 

来年、第 27 回の日本高齢者大会は三重県で開催されます。 

 

すこやか会に入って“いきいき高齢期を楽しもう” 
 「広島中央保健生協みんなですこやかな老後をつくる会」は、医療・福祉などの制度が急速に

改悪される中で高齢者の生きる権利が奪われていくなど声が大きくなり、黙ってはいられない！

と高齢者運動連絡会の呼びかけに呼応して発足しました。 

 学び３割、遊び７割をモットーに春、秋のバスハイク、新年会、映画鑑賞など楽しみながら他

団体と協力して署名活動、要求行動などに参加しています。 

今、高齢者の孤独死や多くの行方不明者など、繋がりが薄くなってきた社会の中で互いに助け

合い頼りになる組織となるため、もっと多くの組合員のご参加をお願いします。現在会員数は約

120名。 
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ホームページはこちら♪→http://www.hch.coop/ 

【指導員によるストレッチ】 

【説明を聞く参加者】 

【講演する相野谷安孝さん】 

【善通寺前 みんなでパチリ】 


